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まで P 波速度構造に対するもののみであり，詳細な S 波速度構造は未だ明らかにされていない．太平
洋スラブ及びフィリピン海スラブの沈み込みに関連する流体の挙動や温度構造，さらにはそれらの相




に展開される Hi-net 観測網により記録された遠地地震波形から，5,878 個の P 波到達時刻及び 34,122
個の S 波到達時刻を読み取った． 
次に，ここで収集した遠地地震の P 波及び S 波相対走時残差データと近地地震到達時刻データの同
時インバージョンによって，日本列島下における深さ 700 km までの詳細な三次元 P 波速度及び S 波
速度構造を推定した．分解能テストの結果，これらのモデルは約 30-100 km の分解能を有すると考え







込むフィリピン海スラブに対応した P 波及び S 波高速度異常体が明瞭に認められ，中国地方及び九州


















 さらに太平洋スラブ下のマントルにおいては，関東地方下に P 波速度及び S 波速度ともやや遅い異





















度の分解能を有する三次元S 波速度構造を初めて推定した. 日本列島全域に稠密に展開されるHi-net 
観測網により記録された遠地地震波形から，5,878個のP 波到達時刻及び34,122 個のS 波到達時刻を
読み取り, 遠地地震のP 波及びS 波相対走時残差データと近地地震到達時刻データの同時インバージ
ョンによって，日本列島下における深さ700 km までの詳細な三次元P 波とS 波速度構造を推定した. 
また，得られた三次元P 波とS 波速度構造からポアソン比及び𝑑𝑙𝑛𝑉𝑠/𝑑𝑙𝑛𝑉𝑝構造を求めた．詳細な解析
の結果，以下の三つのことが分かった. (1)西南日本下に沈み込むフィリピン海スラブに対応したP 波








体は, 本研究のトモグラフィーモデルの底部（深さ700 km）から深さ約300 km までおよそ鉛直に伸び
るようにイメージされ，下部マントルに起源を持つ高温のマントル上昇流の存在を示唆すると考えら
れる． 
これらの結果は，日本列島における火成活動とテクトニクスには，東北日本のみならず西南日本に
おいても太平洋スラブの沈み込みが深く関与していることを示唆する．また，上部マントル深部から
上昇する流体とフィリピン海スラブは相互に関与しており，結果としてそれは地表における火山や地
殻内の流体の分布を規制する要因の一つとなっていると考えられる． 
本研究の結果は日本列島の深部構造とダイナミクスを理解する上で大変重要であり,高く評価される.
これは申請者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している. 
したがって，浅森浩一提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める. 
 
 
 
 
